
各

種

教

室

東
金
教
室

文
月
茶
事
（
夕
ざ
り
と
朝
茶
）

七
月

十
日
（
土
）
準
備

大
網
駅
迎
え

午
前
八
時
半

七
月
十
一
日
（
日
）
～
十
二
日(

月
）

夕
ざ
り
茶
事

開

始

午
前
十
一
時

席

入

午
後
四
時
半

終

了

午
後
八
時

大
網
駅
迎
え

午
前
十
時
半

七
月
十
三
日
（
火
）
朝
茶

席

入

午
前
五
時
半

終

了

午
前
八
時

大
網
駅
迎
え

な
し

※
東
金
教
室
は
八
月
は
お
休
み
と
な
り
ま
す

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
夕
ざ
り
は
小
灯
料
二
千
円
加
算
と
な
り
ま
す
。

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
で
参
加

で
き
ま
す
。

○
お
泊
ま
り
を
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
五
名
以
上
の
場
合
は
、
私
と

共
に
近
く
の
温
泉
に
て
仮
眠
と
な
り
ま
す
。

御
了
承
く
だ
さ
い
。

京
都
教
室

瑞
峯
院
餘
慶
庵

文
月
茶
事
（
夕
ざ
り
）

七
月
三
日(

土)

八
瀬

午
前
九
時

道
具
準
備

八
瀬

昼
食

八
瀬

午
後
一
時

料
理
準
備

※
夕
ざ
り
の
た
め
、
土
曜
は
終
日
八
瀬
で
す
。

七
月
四
日
（
日)

～
五
日
（
月
）

研
修
者

午
前
九
時

瑞
峯
院

席

入

午
後
四
時
時
半

七
月
六
日(

火)

瑞
峯
院

午
前
九
時

片
付

瑞
峯
院
茶
事
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

二
万
二
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
夕
ざ
り
は
小
灯
料
二
千
円
加
算
と
な
り
ま
す
。

八
瀬
に
て

七
月
六
日
（
火
）
正
午
～
午
後
一
時

利
休
会
記
再
現
料
理
で
昼
食

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
半

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
後
六
時
半
～

利
休
会
記
再
現
料
理
で
夕
食

午
後
七
時
～
午
後
九
時

講
義

※
勝
手
な
が
ら
、
都
合
上
、
七
日
、
八
日
は
不
在

と
な
り
ま
す
が
、
自
主
稽
古
に
は
御
自
由
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

※
今
月
よ
り
、
八
瀬
で
も
茶
事
実
習
を
始
め
ま
す
。

奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

葉
月
茶
事
（
朝
茶
）
八
瀬
の
ま
な
び
や
に
て

七
月
三
十

日(

金)

朝
茶
準
備

七
月
三
十
一
日
（
土
）
～
八
月
一
日(

日)

朝
茶

席
入

午
前
五
時
半

終
了

午
前
八
時
半

※
原
則
と
し
て
、

八
瀬
で
の
茶
事
日
程
は
（
第
一
日
に
続
く
）

土
日
の
二
日
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
十
月
で
す
。

八
瀬
茶
事
教
室
会
費

一
万
二
千
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
三
千
円
（
半
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

貴
素
の
会

八
瀬
の
ま
な
び
や
に
て

葉
月
の
会

八
月
二
日
（
月
）
～
三
日(

火)

○
天
ぷ
ら
の
揚
げ
方
と
七
夕
ソ
ー
メ
ン

穴
子
、
海
老
、
烏
賊
、
か
き
揚
げ
、



天
ぷ
ら
の
秘
伝
、
コ
ツ
、
そ
ば
つ
ゆ
、

ソ
ー
メ
ン
つ
ゆ
の
ス
ト
ッ
ク
等
を

学
習
し
ま
す
。

八
月
四
日
（
水
）
午
前
十
時
利
休
会
記
講
義

午
後

再
現
料
理
、
会
食

抹
茶
一
服

午
後
六
時
半

会
食
、
一
服

午
後
七
時

講
義

八
月
五
日
（
木
）
し
め
し
灰
の
作
り
方

昼

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

※
京
都
教
室
会
費
に
つ
い
て

○
皆
様
の
御
要
望
に
よ
り
、
八
月
よ
り
八
瀬
に

て
も
茶
事
研
修
を
始
め
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

一
部
会
費
等
を
改
訂
し
ま
し
た
。

○
こ
の
本
旨
は
、
皆
様
方
が
茶
事
の
場
を
一
回

で
も
多
く
踏
む
こ
と
で
力
が
つ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
茶
事
道
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

八
瀬
レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
費
は
、
全
日
通
し
て

二
万
円
の
を
越
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
な
び
や
で
の
茶
事
研
修
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
は

一
万
二
千
円
、
そ
の
他
は
一
日
三
千
円
、
全

日
通
し
て
、
二
万
円
と
し
ま
す
。

瑞
峯
院
で
の
茶
事
、
本
席
二
万
円
、
そ
の
他

は
一
日
三
千
円
、
全
日
通
し
て
三
万
円
を
超

え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。(

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員
）

な
お
、
実
壷
料
や
小
燈
料
は
別
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
よ
り
一
層
の
お
健
や
か
な
日
々
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

※
八
月
は
お
休
み
に
な
り
ま
す

目
黒
・
羅
漢
寺

七
月
十
七
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

（
０
９
０
ー
４
８
２
１
ー
４
８
１
０
）

柏
グ
ル
ー
プ
（
柏
の
葉
公
園
内
会
議
室
）

七
月
二
十
一
日(

第
三
水
曜)

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

（
０
９
０
ー
６
１
７
５
ー
１
２
２
８
）

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

七
月
十
五
日(

第
三
木
曜)

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

（
０
９
０
ー
９
８
０
７
ー
３
４
０
２
）

利
休
会
記
新
グ
ル
ー
プ
（
八
日
市
場
）

七
月
二
十
四
日
（
第
四
土
曜
）
午
後
三
時
よ
り

○
△
□
の
喫
茶
店(

千
葉
県
匝
瑳
市
小
髙
三
三
五)

会
費
：
五
千
円

(

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
セ
ッ
ト
付)

担
当
者

塩
浦
卓
介
様

（
０
８
０
ー
１
１
０
７
ー
３
４
２
８
）

湯
河
原
教
室

七
月
、
八
月
は
観
光
地
に
つ
き
道
路
混
雑
の
た

め
教
室
は
お
休
み
で
す
。
従
っ
て
暑
気
払
い
優

食
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

七
月
十
四
日(

第
二
水
曜)

集

合
：
茅
ヶ
崎
駅

午
前
十
一
時

車
の
方
は
現
地
集
合

午
前
十
一
時
半

場

所
：
ル
・
ニ
コ
・
オ
オ
ミ
ナ
ミ

会

費
：
五
千
円

出
欠
は
七
月
十
日
ま
で
に
担
当
者
服
部
宏
子
様

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

(

０
９
０-

６
１
７
３-

０
２
４
３)

※
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
お
さ
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
御
自
分
の
体
調
、
家
族
の
状
況
な
ど
お
考

え
い
た
だ
き
、
御
参
加
を
御
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
防
止
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

万
一
、
体
調
不
良
の
場
合
は
、
参
加
を
御
遠
慮

く
だ
さ
い
。


